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             醫 學士 明 石 修 三

 細 菌 は 下等 植 物 に屡 す る微 生 物 中最 も簡 軍 な形 態 を具 へ て ゐ る もの で あ るが,人 類 とは直 接

開 接 交渉 を持 つ もの が 多 い.而 し騎 學 的 見 地 か ら して細 菌 就 中 病 源 性 細 菌 の化 學 的 組 成 の研 究

が 殊 に意 義 が あ る・ さて 著 者 は 偶 々 多量 の鼠 チ フス菌 菌 匿(Mausetyphusbacillen)を 入 手 す る

機 愈 を得 にの で,先 づ其 化 學 的 諸 成 分 中特 に細 菌 の生 活現 象 に 重 要 な る意 義 を有 す る ヌ ク レ イ

ン酸 に就 τ研 究 を行 つ た.從 來 の 細 菌 ヌ ク レ ィ ン酸 に關 す る研 究 を観 る に,其 数 は大 腸 菌,ω ア

ゾ トバ ク テ リヤ(2),結 核 菌,(3)ω チ モ テ ー 菌,(5)ヂ フ テ リー菌(fi)等僅 少 例 に限 られ,而 も其 威 績 は

頗 る恒 々 で あ る・何 れ の揚 合 に於 て も先 づ 疑 問幌 せ られ る鮎 は,ヌ ク レイ ン酸 が細 菌 膿 中 に 存

す る こ とは既 定 の事 實 と し て も,甑 知 ヌ ク レ ィ ン酸 と同 一 種 か,別 種 か,或 は細 菌 相 互 に異 る

もの か,と い ふ 間題 で あ る.元 來 既知 ヌ ク レ ィン酸 の 構 造 が 爾 未 解 決 の 今 日此 問 題 を細 部 に互

つ て 追 究 す る こ とは 不 可 能 で あ っ て,更 に細 菌 罷探 集 に要 す る莫 大 な費 用,手 数 や,純 糧 試 料

製 出 に件 ふ 困 難 等 を考 慮 す れ ば 一 暦 か 、 る事 情 の當 然 な こ とが 首 百 され る・ 著 者 の本 研 究 の 目

的 は 成 る可 く純 粋 な ヌ ク レ イ ン酸 を得 る こ と,翫 知 ヌ ク レ イ ン酸 との 比 較,主 と して 成 分 の質

的 並 に量 的 比 較 を行 ふ に あ る,さ て試 料 とす る鼠 チ フス菌 ヌ ク レ イ ン酸 の 製 法 は,菌 腸 を稀 ア

ル カ リで 冷浸 し,浸 液 に鑛 酸,酒 精 を加 へ,先 づ粗 製 ヌ ク レィ ン酸 を調 製 す,次 に 之 を範 化 銅

と氷 階 酸 とに て 庭 理 して 銅 盤 に 導 き,最 後 に再 び遊 離 酸 とな し, ビ ウ レッ ト反 鷹 全 く陰 性 の純

粋 晶 と した.該 ヌ ク レ ィ ン酸 はN 14.48 %,P9,01%, Pentose含 有 量IL2%,チ モ ヌ ク レ ィ

ン酸 含 有 量23%の 分 析 敷 値 を與 へ た.成 分 分 析 の結 果Pyrimidin盤 基、と してCytosin, Uracil

及 びThyminを 見 出 した ・ 更 にPurin簿 基 としてGuanin, Adeninの 量 的 比 較, Purin

N封Pyrimidin N及 びPurinnukleotid P鋤Pyrimidinnukleotid Pの 比 例 等 の定 量 分 析 は 目

下 未 だ 成 績 が學 つ て ゐ な い・ 上 述 の實 駿 結 果 か ら推 して,一 見 該 ヌ ク レ イ ン酸 が,チ モ ヌ ク レ

イ ン酸 及 び酵 母 ヌ ク レイ ン酸 爾 者 の 混 合物 で あ るか の如 き推 論 が 下 され る様 で あ るが,然 し濃

厚 酷 酸 に劉 す る溶 解 性 の異 る事 實 に基 い て,然 ら ざ る こ とを謹 明 した.即 ち濃 厚 西日酸 に封 して

酵 母 ヌ ク レィ ン酸 は難 溶 で あ り,チ モ ヌ ク レ イン酸 は 易 溶 で あっ て,又 事 實 爾 者 の混 合 物 か ら

難 溶 の酵 母 ヌ ク レィ ン酸 を分 離 す る こ とが 企 て られ て ゐ る.鼠 チ フ ス菌 ヌ ク レ ィン酸 に就 て は

後 述 の實 験 條 件 の下 に於 て は 明 か に チ モ ヌ ク レ イ ン酸 と同様 の 溶 解 性 を 示 し酵 母 ヌ ク レ イ ン酸

の 混 在 を 否 定 して ゐ る.從 つ て該 ヌ ク レ イン酸 の 呈 す るPentose反 鷹 は酵 母 ヌ ク レdン 酸 以

外 の未 知 のRibonukleins加re}こ 因 つ て 與 へ られ るこ とが結 論 され る.然 し未 知 ヌ ク レ ィ ン酸
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が 軍 一 の もの か,或 は チ モ ヌ ク レ ィ ン酸 との混 合物 で あ るか は,爾 者 の分 離 が 出來 な い 以 上 的

確 な こ とは云 は れ ぬ.依 つ て甦 に述 べ すニチ モ ヌ ク レ6ン 酸 含 有 量(23%)は 未 知 ヌ ク レ ィ ン酸

に 混 在 せ る チ モ ヌ ク レ イン酸 量 を直 ちに指 示 す る もの とは断 言 し鄭 い.次 に序 に結 核 菌,及 び

チ モ テー 菌 ヌ ク レ イ ン酸 の 研 究 成 績 を表 示 し,併 せ て比 較 の 爲 鼠 チ フ ス菌 ヌ ク レ イ ン酸,酵 母

ヌ ク レ イ ン酸 及 び チ モ ヌ ク レ イ ン酸 の 威績 を も掲 げ ナこ.

   
   

   

   
   

   

   

   

 上表の成績 を観れば,結 核菌ヌクレイン酸 とチモテー菌ヌクレイン酸 とは著 しく相違 し,前

者はチモヌクレイン酸に,後 者は寧ろ酵 母ヌクレイン酸に著 しく類似 してゐ ることを知 る.斯

様に近接の菌種 に於て さへ爾且つ ヌクレイン酸が質的に著 し く相違 してゐることは興味 ある事

實であつて,叉 實際種 々の未知 ヌクレイン酸の細菌禮内分布の推定が軍に推定に止 らす,將 來

確澄せ られ る時期が來 るのではあ るまいか と考へ る.

  實 瞼 の 部

 寒天干板増養基上に培養探集 した る鼠 チフス菌を酒精,エ ー テルを以て脱水脱脂 し,察 氣 中

常温にて乾燥粉末 となしたるものを用ひナこ・

 ヌクレイン酸 の製法

 菌鴨450 9を 乳鉢 にとり,常 温 にて2.51の2%苛 性曹達液 を加へ揺 りて糊歌 となし,1時

聞後之に21の 水を注 ぎよ く混和 し,得t:る 菌浮游液 に酷酸 を加ヘ リトマス中性 とし,つ いで

遠心分離す・強 く漏濁せ る上暦液を分離 し,沈 澱を再び251の 水に浮游 せしめ遠心分離 す.

上記二回の上層液 を合 し,濾 過に便ならしめる爲稀薄膠欺液適量を加へ,よ く撹拝 し鍛髪濾紙

を以て濾過す・ 透 明濾液に盤酸を加ヘ コンゴレッド酸性 とし,更 に酒精等量を注 ぎ,生 じた る

白色沈澱を遠心分離す,沈 澱は酒精,エ ーテルにて脱水粉末 とし,之 を粗製 ヌクレィン酸 とす

る.得 量209粗 製 ヌクレィン酸は多量の蛋白質を混有 し数回の アルカリ及び酸による精製操

作 に依っては ピウレット反慮陰性 とならす,又 厩回其爲による損失 も少 くないのて次の如 くし
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て精製す.

 精  製  法

 粗製ヌクレィン酸159を200ccmの10%鰭 酸曹達液に溶解 し之 に5倍 量の氷酷酸を加へ

不溶解分を遠心分離 し,上 清液 に10%鷺 化銅液 を加ふればヌクレイン酸銅を析出す.暫 時放

置後遠心分離 し沈澱 を二回酷酸にて洗ひ,銅 肇は盤酸含有 アセ トンにて三回 よく洗糠 し銅を除

去す.白 色化 しすこる沈澱 は之 を少量の水に浮游 し冷却 しつ 、少量の苛性曹達液 を加へて溶解 し,

微量の不溶解 性物質を濾別 したる後 透明濾液に盤酸 を加ヘ コンゴロレッド酸性 となし等量の

酒 精 を注 ぎ,生 じた る沈澱 を酒 精,エ ー テル に て白 色 粉 末 とす.得 量559,

 精 製 ヌ ク レ イ ン酸 の 性 質 無 色 非 吸 漁 性 粉 末,ビ ウ レット反 慮 は常 法 に て も亦Osbornの 改

良 法 に 依 つ て も讃 明 され ぬ.Orcin反 慮Phloroglucin反 慮 は共 に陽 性,フ ク シ ン,亜 硫 酸 に

よ るFeulgenの 核 反 慮(Nuklealreaktion)も 区易性 で あ る, Na盤 の 濃 厚 水溶 液 は膠 化 せ す粘 張

度 小 な り.

  分 析 結 果

 分 析 試 料 は アブ デ ル ハ ル デ ン乾 燥 器 で100。 恒 量 迄 乾 燥 す,但 其 際 少 し く淡 褐 色 調 に愛 す.

             窒 素 の 定 量(Microkieldahl法)

        13.452 mg   370 ccm n/100 HCI   N 1463%

       II  5.254 "        5.30  "   "              " 14.33 "

                   雫 均 値   N14.48%

              燐 の定 量(Pregl-Lieb法(7))

       1 11.312 mg  71.2 mg  燐 モ リブ デ ン酸 安 門  P9.07%

      II   5.980 "    369  "            "           "8。95 "

                    雫 均 値   P9.01%

                  N:P-=1.61

             ペ ン トー ゼの 定 量(Hoffman法('9))

         012349             8,83mg Furfurol

                 或 は    1381" Pentose

         故 に         Pentore含 有 量         112%

            Tetraribopolymikleotidと して理 論 数20.8%

           チ モ ヌ ク レイ ン酸 の 定 量(Caspersson法(9))

         2.692mg        O.612mgチ モ ヌ ク レ イ ン酸

          チ モ ヌ ク レ イ ン酸 含 有 量        22.8%

 Pyrimidin瞳 基 の分 離

 試 料2・09を10・ccmの25%(vol)硫 酸 と共 に加 歴 釜 中150-160。 に5時 間 加 熟 し,冷 却

後 硫 酸 を パ リッ トで 除 き硝 酸 銀 を以 て先 づPurin盤 基 を沈 澱 除 去 し,濾 液 に硝 酸 銀 と ベ リッ ト
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と を 加 へPyrimidin盤 基 を 析 出 せ しむ. Pyrimidin銀 の 沈 澱 は硫 化 水 素 で 分 解 遊 離Pyr量midin

と す.

 Cytosinの 鐙 明

 前 記 遊 離Pyrimidin液 を 硫 酸 酸 性 と し,燐 ウ オ ル フ ラ ム酸 液 を加 へ,生 じ た る 自 色 沈 澱 を

バ リッ トを 以 て 分 解 遊 離 臨 基 と し,蒸 獲 濃 縮 す れ ば 帯 黄 白 色 結 晶0・0859を 得,之 はWhee!er,

JohnsonのCytosin反 鷹 を 彊 く與 ふ,

 Thymin及 びUracilの 謹 明

 Cytosinphosphorwolframatを 濾 過 し7こ る 濾 液 に 就 て バ リッ トを 以 て 過 剰 の 燐 ウ オ ル フ ラ ム酸

及 び 硫 酸 を 除 き,透 明 濾 液 を 蒸 護 濃 縮 す れ ば 自 色 結 晶 を 得,得 量0」29此 結 晶 に 就 てJohns・n,

Harkinsに 依 るThyminのAceto1反 慮 を 行 ふ に 確 實 に 青 色 螢 光 を 認 む.叉 別 個 にWheeler,

JohnsonのUracil反 鷹 を 行 ひ 陽 性 成 績 を 得 た ・

 濃 厚 酷 酸 に 封 す る溶 解 性

 先 づ 酵 母 ヌ ク レ イ ン酸,チ モ ヌ ク レ イ ン酸,鼠 チ フ ス 菌 ヌ ク レ イ ン酸 の 三 つ を と り次 に 掲 げ

る 孟 種 類 の 試 料 を 調 製 す.

  a) TOmg酉 孝母 ヌ ク レ イ ン酸

  b) 5rng酵 母 ヌ ク レ イ ン酸 十5mgチ モ ヌ ク レ イ ン 酸

  c) 2.5mg酵 母 ヌ ク レ4ン 酸 十75mgチ モ ヌ ク レ イ ン酸

  d) 10mgチ モ ヌ ク レ イ ン 酸

  e) 10mg鼠 チ フ ス菌 ヌ ク レ イ ン酸

 試 料 各10 mg宛 を 別 々 の 試 験 管 に と り1 ccm宛 の5%酷 酸 曹 達 液 を 加 へ て 溶 解 し,次 に 之

等 各 に 氷 酷 酸9ccm宛 を 注 ぐ, a, b, c,に あ つ て は 直 ち に 沈 澱 析 出 す る も, d, e,は 何 時 ま で

も透 明 で あ る ・
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